
















































































































































『少女の友』からの一考察」は、1941 年から 1945 年にかけての化粧品広告につ
いて分析している。小出論文の意義はとりわけ以下を指摘した点にある。当時
の代表的少女向け雑誌『少女の友』誌内では戦争に協力的な「新しい少女」像
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